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1．研究の背景と意義  

 スポーツにおける情報発信では、試合の勝敗がニュー

スのメインストリームになりがちな状況に対し、まだ伝

えきれない情報を持つチーム、そしてより多くの情報を

求めるファンがいるという現状がある。それと同時に、

地域活性化とスポーツの関係性は近年注目されるテーマ

であり、地元チームの存在や地元での大会開催など経済

的にも情緒的にも地域に大きな影響を与えている。ま

た、ホームタウン制のプロスポーツチームは、Jリーグ

や Bリーグの盛況もあり今やほぼ全ての都道府県に置か

れており、地域活性化に重要な役割を担う存在となって

いる。スポーツ人気が高まることで、経済効果と応援の

楽しみによって地域と人々が元気になっていく。スポー

ツ参加や応援は、知るところからスタートすると考え

る。この「知る」までの手段の一つが情報発信であると

考え、スポーツにおける情報発信の仕方次第で地域コミ

ュニティがより活発になるのではないのかと考えた。現

状よりもファンが求めている情報を発信し、スポーツチ

ームとファンのコミュニケーションの場を提案すること

で、強力なファンの拡大に繋げ、地域に愛着を持ち、地

域活性化に導きたい。 

本研究の意義としては、本研究で地方のスポーツチー

ムの情報発信力を調べ、新しい取り組みの可能性を提案

することにより、地域と地域住民に「繋がり」を作るこ

とができると考える。また、地方に愛着を持ってもらう

機会に繋がり、地域コミュニティが盛んになると考えら

れる。 

2．研究目的・方法 

 本研究の目的は 2つある。第 1に、情報発信によっ

て、スポーツビジネスが地域にどのくらいの影響を及ぼ

しているのかという現状の課題を明らかにすることであ

る。第 2に、今後スポーツチームによって、より地域コ

ミュニティがより活性化するために情報発信の視点で必

要条件を提案することである。 

 研究方法は、スポーツビジネスによる地域への影響を情

報発信の観点から文献調査やアンケートの結果をもとに

明らかにし、事例研究を行う。 

3．研究結果・考察 

文献調査より、話題性のある人気のスポーツチームを育

成し、ファンの拡大へと繋げていくためには「社会的認知

度を上げる」と「好感を得る」の 2つがポイントになって

くることが分かった。 

これらを踏まえ、本論文で定めた評価軸に沿って、アン

ケート調査の対象チームとした B リーグに所属する秋田

ノーザンハピネッツをはじめとする、5つのスポーツチー

ムの情報発信の事例検証を行った。その結果、SNS の情報

発信で注目されている 5 つのスポーツチームにはそれぞ

れ共通点が存在していたことが明らかとなった。「①ファ

ンと選手に双方向性がある」「②良いファン体験を届けら

れるような拡散力がある」「③スポーツチームが地域に密

着している」「④選手が身近に感じられるような情報を提

供できている」「⑤地元にいるファンだけでなく、遠くに

いるファンも意識している」の 5つである。情報発信をす

る上で、ファンと同じ目線で、対等にコミュニケーション

をとっていく必要がある。受け手の立場に立ち、求めてい

る情報は何なのかを調査し、受け手が最も興味を持つので

あろう情報を優先的に発信していくことが重要である。 

したがって、これら 5 つの共通点を情報発信の必要条

件とし、現場にいなくても一体感が感じられるような場作

りができる情報発信の仕方を提案した。場所問わず相手側

に参加意識を持たせるような工夫が、会場での観戦という

直接消費を生み出さない「潜在的ロイヤルティ」と、行動

的ロイヤルティの高い友人や親、子どもに連れられてくる

「見せかけのロイヤルティ」のロイヤルティを高め、地域

コミュニティづくりを活気づくことができると考えられ

る。 

4．結論 

情報発信は、長期的なファンを増加させ、SNS を通し

てそのスポーツチームが好きな地域住民の新たな交流の

場として、SNS 以外の場でも繋がりを持つ地域住民が存

在することが明らかとなった。また、ファンとスポーツ

チームが接触できる大切な場であり、重要なコミュニテ

ィづくりの場であるということを示した。 

誰もが簡単に情報発信することができる現代であるか

らこそ、ファンの関心を引き、共感を得ることのできる

工夫をすることが、ファンの声を掴み、スポーツチーム

とファンが WIN－WIN な関係になり、より近しい存在へと

近づくと考える。 


